
別記様式第２号別紙

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

令和３年度宮城県ＮＰＯ等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金
（団体名） 特定非営利活動法人 虹色たんぽぽ
（事業名） ２０２１年 地域のお節介文化を醸成する、持続可能な地域コミュニティ構築事業 ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

初期 中期 長期
地域住民の心のケア、育児、健康相談事業

サロン開催・地域コミュニティ形成事業

広報活動

◇聞き書き人のいる町 亘理
・天野教授聞き書き講座 年２回
・聞き書き、製本 毎月
◇パパママ学級、ベビーマッサージ、育児相談等
・パパママ学級等 2～3組/月
・電話、LINE、Zoom相談 3～5名/月
◇健康相談、生活相談
・電話、LINE、Zoom、対面相談 2～3名/月

◇みんなの保健室（20名/月程度）
・NPOサロンでの開催 月２回
・出張保健室 月１回
◇おらほの保健室（10名/月程度） 月１回
◇おばあちゃんの手仕事講座 2ヵ月に１回

◇FMあおぞらでの情報発信 月１回

・「聞く（聴く）」ことによる
被災者の心のケア
・昔の知恵、記憶を
保存可能な記録へ

・震災の記録を
後世に残せる。
・他地域からの賛同者
の参加

・他の地域への
聞き書き展開

・本事業の認知
・他地域のメンバーの
スキルアップ

・事業のモデル化
（他団体の見本化）
・参加者による
他地域での
活動立ち上げ

・地域コミュニティの
再構築 ・行政との連携による

事業の安定継続

・健康相談、生活相談
の仕組み定着

・連携、相互協力による
安定した地域活動の
仕組み構築

他地域からの
事業協力者

地域のNPO
個人活動家

地域の
専門資格者

地域の看護師
助産師

(コミュニティナース)

NPO法人
虹色たんぽぽ

・相互支援の意識醸成
・お節介文化の醸成
当たり前化


